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　４月２２日・２３日の２日間に渡り、「第２８回桜ずもう・櫻杯争奪

相撲選手権大会（兼第２２回わんぱく相撲全国大会鳥取県予選）」が、

市営すもう広場で開催され、参加した小中学生約５００人が熱戦を繰

り広げました。 

　桜ずもうは、倉吉市出身で先代の佐渡ケ嶽親方・鎌谷紀雄さん（元

横綱・琴櫻）を顕彰して行われているもので、毎年佐渡ケ嶽部屋のプ

ロ力士が応援にかけつけ、子どもたちとぶつかり稽古を行うなどして

大会の盛り上げに一役買っています。今年は、昨年１１月に大関に昇

進し一躍時の人となった琴欧州関を一目見ようと、多くの観客が詰め

掛けました。

　２２日には、桜ずもうを主管する倉吉青年会議所が、佐渡ケ嶽部屋

の力士を迎えて特別イベントを開催し、琴欧州関へ贈呈した打吹天女

の化粧まわしが披露されました。
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古
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平成１８年度当初予算の概要

◆会計別予算の概要◆

一般会計　246億5,484万8,000円（前年比＋6.9％）
特別会計　198億5,006万9,000円（前年比△0.9％）
企業会計　  17億8,327万6,000円（前年比△2.4％）

合　　計　462億8,819万3,000円（前年比＋3.1％）

平
成
18
年
度
倉
吉
市
当
初
予
算

「
キ
ラ
リ
と
光
る

　
　
　
　
　

新
中
核
都
市
」
を
め
ざ
し
て

一般会計科目別予算（歳入）　

　

平
成
18
年
度
は
第
10
次
倉
吉
市

総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、

①
若
者
の
定
住
化
に
向
け
て

②
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
向

け
て

③
安
全
・
安
心
・
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て

　

の
３
本
柱
を
中
心
と
し
て
、
必

要
な
事
業
に
は
重
点
的
に
予
算
配

分
を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
の
三
位
一
体
改
革

の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
続

き
地
方
交
付
税
や
補
助
金
が
削

減
さ
れ
る
見
込
み
で
、
基
金
を

５
億
５
千
万
円
取
り
崩
す
な
ど
、

歳
入
の
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
当
初
予
算

は
、
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た
た

め
、
新
規
事
業
な
ど
を
含
ま
な
い

骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は

①
市
営
陸
上
競
技
場
整
備

②
倉
吉
駅
橋
上
化
詳
細
設
計

③
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
④
一
般
職
職
員
給
の
削
減

一般会計当初予算額と市税額の推移

171 175
188
195

227 232

247 249

219
206

231

249

228
217 221 217

231

平
成
元

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

（億円）

47 48 51
53 53 57

59 61 61 61 60 60 60 57 57 5955

市 税 の 内 訳

：一般会計当初予算額

：市税額

（年度）
（平成16年度までは旧関金町を含んでいません）

247

59

18

予算額
（千円）

１人当たり
換算額※（円）

市 民 税 2,165,300 40,984 

固 定 資 産 税 3,040,072 57,541 

軽 自 動 車 税 121,500 2,300 

た ば こ 税 361,100 6,835 

特別土地保有税 1 0 

入 湯 税 3,600 68 

都 市 計 画 税 248,400 4,701 

合 計 5,939,973 112,429 

※３月 31日現在の住民基本台帳による人口 52,442 人
に、外国人登録者数391人を加えた 52,833 人を全体
住民としました

自主

財
源
（
4
1
.9
%
）　

　　依存
財

源
（
5
8
.1
％
）

歳入
24,654,848

自主財源：10,322,873（41.9%）
依存財源：14,331,975（58.1%）

市税
5,939,973
（24.1%）

分担金及び負担金
353,719
（1.4%）

使用料及び手数料
299,959
（1.2%）

財産収入
45,167（0.2%）

寄附金
6,049（0.0%）

繰入金
557,785（2.3%）

繰越金
50,000（0.2%）

諸収入
3,070,221
（12.5%）地方交付税

7,350,000
（29.8%）

国庫支出金
2,290,963
（9.3%）

県支出金
1,245,247
（5.0%）

市債
1,867,982
(7.6%)

地方譲与税
652,914（2.6%）

利子割交付金
21,281（0.1%）

配当割交付金
9,862（0.0%）

交通安全対策特別交付金
9,600（0.0%）

地方特例交付金
140,110（0.6%）

自動車取得税交付金
115,919（0.5%）

ゴルフ場利用税交付金
3,590（0.0%）

地方消費税交付金
606,768（2.5%）

株式等譲渡所得割交付金
17,739（0.1%）

（単位：千円）



（3）平成 18.5.1

会計年度：歳入歳出の区切りとされる期間で、4月 1日
から翌年 3月 31 日までが一つの会計年度と
定められており、この期間の歳入で歳出をま
かないます（例外もあります）。

歳　　入：会計年度におけるすべての収入のことです。
歳　　出：会計年度におけるすべての支出のことです。
一般会計：市の基本的な会計をいいます。
特別会計：特定の事業を行う場合などに、一般会計とは

別に、その事業のみ会計をつくることができ
ます。これを特別会計といいます。

企業会計：公営企業の会計をいいます。

特別会計・企業会計の予算はこうなっています

商工費 農林水産業費 労働費 衛生費 民生費 総務費 議会費

53,503円 15,914円 168円 46,634円 115,509円 41,401円 4,032円

予備費 諸支出金 公債費 災害復旧費 教育費 消防費 土木費

95円 2円 76,433円 435円 52,450円 15,716円 44,364円

住民１人当たりの歳出額（一般会計）は 466,656円です

一般会計目的別予算（歳出）

議会費
213,029
（0.9%）

総務費
2,187,323
(8.9%)

民生費
6,102,715
（24.7%）

衛生費
2,463,807
（10.0%）

労働費
8,868
（0.0%）農林水産業費

840,800
（3.4%）

商工費
2,826,703
（11.5%）

土木費
2,343,908
（9.5%）

消防費
830,343
（3.4%）

教育費
2,771,066
（11.2%）

災害復旧費
23,000
（0.1%）

公債費
4,038,186
（16.4%）

諸支出金
100

（0.0%）

予備費
5,000
（0.0%）

歳　出
24,654,848

会 計 名 予 算 額（ 増 減 率 ） 会 計 名 予 算 額（ 増 減 率 ）

国 民 健 康 保 険 事 業 4,657,644 （＋2.7%） 下 水 道 事 業 3,599,531 （＋4.5%）

介 護 保 険 事 業 3,848,067 （＋2.0%） 駐 車 場 事 業 33,600 （△0.9%）

老 人 保 健 事 業 5,960,234 （△1.8%） 集 落 排 水 事 業 674,939 （△38.6%）

簡 易 水 道 事 業 236,190 （＋23.3%） 高 城 財 産 区 3,201 （＋1.6%）

温 泉 配 湯 事 業 6,988 （△4.7%） 小 鴨 財 産 区 538 （△28.7%）

住 宅 資 金 貸 付 事 業 116,922 （△13.0%） 北 谷 財 産 区 158 （増減なし）

高 齢 者 ･ 障 害 者 住 宅
整 備 資 金 貸 付 事 業

5,219 （＋2.7%） 上 北 条 財 産 区 30,594 （△3.3%）

土 地 取 得 事 業 54,000 （増減なし） （企業会計）水道事業 1,442,207 （△0.2%）

上 井 羽 合 線 沿 道
土 地 区 画 整 理 事 業

622,244 （△4.1%） （企業会計）国民宿舎事業 341,069 （△10.6%）

　

２
〜
５
％
（
平
均
3.5
％
）

⑤
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業
⑥
関
金
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
の

た
め
の
設
備
整
備

⑦
防
災
行
政
無
線
設
備
統
合
整

備
事
業

⑧
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

事
業

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

：

財
政
課

（
あ
２
２
‐
８
１
６
３ 

い
２
２
‐

１
０
８
７
）

（単位：千円）

（単位：千円）

１８年度当初予算

用 語 解 説
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尾
崎
翠
作
品　

映
画

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
倉
吉
ロ
ケ

　

５
月
中
旬
か
ら
、
岩
美
町
出
身
の
作

家
尾
崎
翠
（
１
８
９
６
〜
１
９
７
１
）

原
作
の
映
画
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
制
作

が
行
わ
れ
ま
す
。
浜
野
佐
知
監
督
に
よ

る
映
画
撮
影
は
、
倉
吉
市
を
中
心
に
県

内
各
地
で
行
わ
れ
、
出
演
者
に
は
女
優

の
吉
行
和
子
さ
ん
、
鳥
居
し
の
ぶ
さ
ん
、

片
桐
夕
子
さ
ん
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

５
月
15
日
か
ら
20
日
に
白
壁
土
蔵
群

周
辺
、
打
吹
公
園
な
ど
で
行
わ
れ
る
撮

影
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の

支
援
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
参
画
課

あ
２
２-

８
１
５
９
い
２
２-

８
１
４
４

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
映
画
制
作
支
援

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
」

　

映
画
制
作
を
支
援
す
る
地
元
の
尾
崎

翠
研
究
会
と
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
で
は
、
浜
野
佐
知
監
督
ら
を

迎
え
、
映
画
制
作
や
ロ
ケ
地
と
し
て
の

倉
吉
の
魅
力
に
つ
い
て
の
お
話
、
そ
し

て
ハ
ワ
イ
笑
歌
村
塾
の
石
川
達
之
さ

ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
交
え

た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー
ル

入
場
料
（
制
作
支
援
協
力
金
）

１
，０
０
０
円
、
高
校
生
以
下 

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

尾
崎
翠
研
究
会

あ
・
い
２
３-
０
３
８
７
（
渡
辺
）

　

市
で
は
、
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
参
画
条
例
を
制
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
は
、
条
例
に
盛
込
み
た
い
事
項
を
条
例
要
綱
（
案
）
と
し
て
ま

と
め
、
14
回
の
住
民
説
明
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
の
募
集
）
を
行
い
ま
し
た
。

 

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
市
民
参
画
を
推
進
す
る
う
え
で
は
い
い
こ
と
だ
」「
内
容

が
わ
か
り
に
く
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
市
民
参
画
条
例
を
考
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
４
回

に
分
け
て
お
伝
え
し
、
そ
の
後
、
市
民
参
画
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
参
画
を
お
考
え
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
参
画
課　

あ
２
２-

８
１
５
９ 

い
２
２-

８
１
４
４

■
ご
意
見
・
そ
の
１

　

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
民
参
画
を
推
進
す
る

土
台
と
し
て
は
い
い
形
だ
と
思
う
。

■
市
の
考
え
方

●
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
の
推
進

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
政
へ
の
市
民
参
画
を
図

る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
市
町
村
合
併
、
総
合
計
画
の
策
定
、
公

共
施
設
整
備
に
際
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
ま
、
地
方
分
権
が
進
展
し
、
地
域
の
こ

と
は
地
域
で
決
め
る
と
い
う
時
代
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
対
応
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で

あ
る
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
政
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
自
発
的
に
市
政
に

参
画
す
る
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に
、「
市
民
参
画
条

例
」
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
条
例

要
綱
案
で
は
、
市
が
計
画
を
作
っ
た
り
、
施
設
を
建

設
す
る
際
に
は
、
市
民
参
画
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
定
め
、
そ
の
方
法
を
具
体
的
に
示
し
て

い
ま
す
。

●
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
の
推
進

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
条
例
要
綱
案
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
市
が
、
地
域
活
動
や
特
定
非
営
利
活
動

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
）
な
ど
市
民
活
動
に
関
す
る
理
解
を
深

め
、
そ
の
活
動
の
発
展
と
促
進
に
努
め
る
と
示
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
活
動
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
の
も
と

に
、
身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
参
画
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
活
力
あ
る
地
域
の
実
現
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
お
互
い
に
助
け
合
い
の

心
が
育
ま
れ
る
こ
と
で
、
安
心
で
安
全
な
心
豊
か
な

生
活
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
）
は
、
福
祉
の
増

進
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
な
ど
共
通
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
も
と
に
人
々

が
集
い
、
共
に
活
動
し
て
い
く
も
の
で
す
。
地
域
活

動
と
は
異
な
る
人
と
人
と
の
新
た
な
結
び
つ
き
を
生

み
出
し
ま
す
。

　

以
上
、市
民
参
画
条
例
は
「
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
」

と
「
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
」
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

計画づくりに参加する市民の皆さん

桜まつりの準備をする地域活動

■
シ
リ
ー
ズ
「
市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
め
ざ
し
て
」
①

市
民
参
画
条
例
要
綱
（
案
）
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す




